
１　主要野菜の生産出荷状況 　　※レポートの読み方については、注意書きを参照してください

指定野菜の関
東・近畿
ブロック
旬別平均販売
価額

下旬 上旬 中旬 平均価格（点線）は、レポート期間中に変動する場合があります。

３月の価格情報

（参考）
保証基準額
の算定の基
となる平均

価格

指定野菜の関東・近畿
ブロック

旬別平均販売価額

種　類

３月中旬の関東
及び近畿ブロックの
入荷量
（　）内は、本年と
過去３カ年平均値
との比率

                              生育及び価格の４月上旬までの見通し３月の主産地（参考）
保証基準額
の算定の基
となる平均

価格

２月の価格情報

平均価格

228.85 269 228.85 281 274

(118%) (123%) (120%)

219.65 228 219.65 200 196

(104%) (91%) (89%)

96.99 116 96.99 112 107

(119%) (115%) (110%)

96.99 112 96.99 106 97

(116%) (109%) (100%)
注：

１　主要野菜の生産出荷状況（特定野菜）

東京都・大
阪市場の
旬別価格

下旬 上旬 中旬 平均価格（点線）は、レポート期間中に変動する場合があります。

274.14 471 248.94 315 288

(172%) (127%) (116%)

367.08 474 336.11 290 250

(129%) (86%) (74%)

345.29 450 282.42 321 224

(130%) (114%) (79%)

358.21 455 252.78 309 184

(127%) (122%) (73%)

141.29 199 140.95 161 135

(141%) (114%) (96%)

140.01 249 158.05 188 143

(178%) (119%) (90%)
注：

２　トピック　　－　いちごの需給動向について　－

●問い合わせ先 独立行政法人農畜産業振興機構 野菜需給部　需給業務課 安藤、松岡、植村　TEL03-3583-9448、FAX03-3583-9484　ご意見、ご要望をお寄せください。

◆「野菜の需給・価格動向レポート」は月2回公表しています。公表時にメルマガでお知らせしますので、ご希望の方は当機構のホームページのトップ画面、メールマガジンから登録してください。

★この「野菜の需給・価格動向レポート」は、http://vegetan.alic.go.jp/vegetable_report.html に掲載しています。

※無断転載禁ず　・レポートに記載された情報をご利用になったことにより生じたいかなる損害に関して、当機構は一切の責任を負いません。

１ 平均価格は、過去５カ年（平成25～29年）の東京都及び大阪市中央卸売市場の価格。
２ 旬別価格は、上段は東京都中央卸売市場、下段は大阪市中央卸売市場であり、単位は円/ｋｇである。
３ 旬別価格の赤字及び青の背景は、平均価格と比較して150％以上のもの、太字及び赤の背景は平均価格を80％を下回るもの（消費税は除く）であるが、必ずしも事業が発動するとは限らないため、あくまで参考である。
４ 主産地は、東京都及び大阪市中央卸売市場への出荷の多い県名。（　）内は入荷シェアで平成28年実績である。

千葉産は、遅れていた生育が回復傾向にあることから、引き続き平年並みの出荷の見込み。

千葉産の出荷が平年並みと見込まれることから、現在平均並みの価格は、引き続き平均並みで推移する
見込み。

かぶ
・372t
（111%）

茨城(48),埼玉(27)

愛知産は、気温上昇により生育が回復し、遅れていた分を出荷していることから、引き続き平年並みで
推移する見込み。香川産は、遅れていた分を出荷しているが、秋冬物が終盤を迎え端境期を迎えること
から、現在平年より多めの出荷は、今後は平年より少なめの出荷の見込み。

香川産の出荷は平年より少なめと見込まれるものの、愛知産の出荷が平年並みと見込まれることから、
現在平均並みの価格は、引き続き平均並みで推移する見込み。
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ブロッコリー

埼玉産は、貯蔵ものからの計画的な出荷となっており、昨秋の天候不順により小玉傾向となっているこ
とから、引き続き平年よりやや少なめの出荷の見込み。千葉産は、貯蔵ものからの計画的な出荷となっ
ており、作付面積の減少に加え、定植時の干ばつ傾向により肥大が進まず、小玉傾向となっていること
から、平年よりやや少なめのまま３月下旬に出荷終了。

埼玉産の出荷が平年よりやや少なめと見込まれることから、現在平均を上回っている価格は、引き続き
平均を上回って推移する見込み。

 北海道産は、貯蔵ものの計画的な出荷となっており、L及びMサイズ中心の出荷となっているものの、作
柄は良好であったことから、引き続き平年並みの出荷の見込み。鹿児島産は、一部産地で肥大遅れがみ
られるものの、概ね生育は回復したことから、引き続き平年並みの出荷の見込み。

北海道産及び鹿児島産の出荷が平年並みと見込まれることから、現在平均を上回っている価格は、平均
並みで推移する見込み。

（参考）
過去５カ年
平均価格

２月の価格情報 ３月の価格情報

東京都・大阪市場の
旬別価格（参考）

過去５カ年
平均価格

                              生育及び価格の４月上旬までの見通し

・139t
（80%）

・26t
（81%）

・27t
（95%）

埼玉(44)，千葉(37)

・149t
（143%）

１ 平均価格は、過去６カ年（平成20～25年）の関東及び近畿ブロックの中央卸売市場の各指定野菜の卸売価格を物価指数で修正した価格の平均（消費税は除く）で、保証基準額の算定の基となる価格。
２ 旬別平均販売価額の赤字及び青の背景は平均価格と比較して150％以上のもの、太字及び赤の背景は保証基準額（平均価格の90％）を下回るもの（消費税は除く）であるが、必ずしも事業が発動するとは限らないため、あくまで参考である。
３ 単位は円/ｋｇ、上段は関東、下段は近畿ブロック。
４ 主産地は、東京都及び大阪市中央卸売市場への出荷の多い県名。（　）内は入荷シェアで平成28年実績である。
５ コメントは、都道府県、出荷団体、都道府県野菜価格安定法人、卸売会社等からの聴き取りをもとに機構が作成したもの。

北海道(72),長崎(14),
兵庫(9)

愛媛(64)，中国(11)

・363t
（139%）

茨城産は、好天により生育が順調であることから、引き続き平年並みの出荷の見込み。埼玉産は、気温
上昇により生育が回復し遅れていた分を出荷しているが、今後端境が発生する見込みであることから、
現在平年より多めの出荷は、今後は平年並みの出荷の見込み。

茨城産及び埼玉産の出荷が平年並みと見込まれることから、現在平均を下回っている価格は、今後は平
均並みで推移する見込み。

福岡(80)

・3,497t
（121%）

愛知(32)，香川(30),
米国(9)

徳島(36)，香川(13)，
熊本(12)，米国(9)

・317t
（190%）

２月下旬の東京都・
大阪市場の入荷量
（　）内は、本年と過
去３カ年平均値との比
率

・1,244t
（221%）

北海道(68),鹿児島(29)

千葉(91)

３月の主産地

ばれいしょ

・1,168t
（109%）

徳島(54),石川(16),
千葉(15)
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今回は出荷が最盛期となっているいちごを紹介する。

原産地と日本への渡来

栽培用のいちごは、18世紀にオランダで南アメリカのチリ種

と北アメリカのバージニア種が交配され、大粒の品種が育成

されたのが起源といわれている。その後、イギリス等で品種

改良されてアメリカに伝わった。

日本には、江戸時代末期にオランダ人によって長崎に伝え

られたことで、“オランダイチゴ”と呼ばれていた。しかし、野

生のいちごを食べていた当時の日本人にとって、あまりにも

大粒だったので普及しなかった。

日本では、明治32年（1899年）に福羽逸人博士がフランス

の品種を改良し、これを“福羽”と命名し、栽培が始まったとさ

れている。戦後の高度成長に伴って、ハウス栽培が普及し、

“福羽”から多くの品種が生まれると、生産量が飛躍的に増

え、身近なものとなった。

主な種類と特徴

明治32年（1899年）に“福羽”の栽培に成功したのをきっか

けに、これを“交配親”として次々と新品種が生まれた。

1960年代までは春から初夏にかけて出荷されていたが、食

生活の変化で需要が増加し、また、クリスマス需要にも対応

するため、ハウス栽培の普及や品種改良により11月から６月

に出回る冬春いちごの栽培体系が確立されている。国内産

の出荷量が極端に少ない夏場には、業務用として米国産い

ちご等が輸入されている。また、ロールケーキ等スイーツの

高級志向の高まりから、国産いちごの業務需要も増加してい

る。

生産状況等

「野菜生産出荷統計」によると、平成19年に6580ヘクタール

あった作付面積は平成28年には5370ヘクタールと徐々に減

少している。出荷量も同様に平成19年の17万30004トンから

平成28年の14万5000トンと徐々に減少している（図1）。28年

の産地別出荷量では最も多いのが栃木県の2万3400トンで

全国の16％を占めている。2番目が福岡県の1万4800ﾄﾝ（同

10％）となっている（図2）。東京中央卸売市場における平成

28年の入荷量は、冬から春にかけて多くなり、3月が最も多

い5252トン入荷となっている（図3）。「日本貿易統計」によると、

いちごの輸入は、直近10年では3万トン台となっており、冷凍

で輸入されるものが最も多く7～8割を占めている（図４）。
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図２ いちごの産地別出荷量（平成２８年）図１ いちごの作付面積と出荷量
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図４ いちごの輸入量

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」 （原資料：図１、図２ 農林水産省「野菜生産出荷統計」 図３ 東京都中央卸売市場「市場統計情報月報」 図４ 財務省「日本貿易統計」）
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図３ いちごの平成２８年月別入荷量

（東京都中央卸売市場）
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独立行政法人農畜産業振興機構
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